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金型販売

アルミ鋳造・金型技術の進化
Aluminum Casting・Mold Technical Development 
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多数個取り
大型化への進化

金型販売：
自動車/非自動車部品用金型

■山田製作所鋳造/金型技術の歩み

1960年代に鋳造を開始し、現在1,650tまで内製。今後はさらなる大型化を目指しています。



マーティンレアとの戦略的関係構築(鋳造領域)
Strategic Relationship with Martinrea

■2023年10月プレスリリース要約
マーティンレア社と山田製作所は、日本市場での協業に関する覚書を締結しました。
この戦略的関係は、両社の製造や開発に関する技術・知見・ネットワークを活用し、
グローバルな事業拡大を図る為のものです。
両社はまず、自動車(電気自動車領域を含む)のボディ・シャーシ部品に向け、
大型アルミニウム鋳造を通じた軽量化ソリューションを提供する予定です。



ダイカスト金型製作・試作加工
Die-cast Molds and Prototypes

金型製作 ／ Mold Production金型・試作加工 ／ Mold・Prototypes

アルミダイカスト金型を中心に設計製作を行っています。

設計工程では内製鋳造のノウハウをフィードバックしたCAE解析で

製品仕様検討や方案設計をスタートし、3D設計により

加工プログラムまでを一気通貫で行っています。

鋳造トライ後の製品検査では、高い１トライ合格率を実現し

高品質かつ低廉な金型を世界へ提供しています。

方案設計から現場での鋳造TRY/品質見極めまでをTotalで

サポートいたします。

金型製作前の製品見極めを事前に行うことが可能です。

総削り、砂型鋳造品等による、小ロットから中ロットの加工が行えます。

金型鋳造品の試加工、及び評価も対応します。

試作製作で培った独自性技術を活用し、短納期で付加価値の高い

試作品を提供致します。

試作加工 ／ Prototypes

【可動型】
[Movable side]

【固定型】
[Fixed side]

【鋳造品】
[Casting part]

【アルミ総削り品】
[All-machined Aluminum part]

※1,250ton



Equipment Manufacturing

設備販売


